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予
防
接
種

健康�
　メモ�
（町田市医師会）�

★１月１６日（火）は南市民センター工事のため、なるせ駅前市民センターに変更し
ました。なお、堺市民センターの今年度の会場変更はありません。

ポリオ集団予防接種日程表

会　 場２回目
（２００７年）１回目

健康福祉会館（原則として住所が原町田、森野、中町、旭
町、玉川学園、南大谷、高ヶ坂のお子さんが対象です）１月１０日（水）１０月４日（水）

南市民センター１０月１０日（火）
★なるせ駅前市民センター１月１６日（火）
鶴川市民センター（原則として住所が鶴川、能ヶ谷町、広袴、
広袴町、三輪町、三輪緑山、薬師台のお子さんが対象です）１月１７日（水）１０月１１日（水）

成瀬センター
１月１９日（金）１０月１３日（金）

堺市民センター
健康福祉会館（原則として住所が原町田、森野、中町、旭
町、玉川学園、南大谷、高ヶ坂以外のお子さんが対象です）１月２２日（月）１０月１６日（月）
町田リサイクル文化センター
鶴川市民センター（原則として住所が野津田町、小野路町、金
井、金井町、大蔵町、真光寺、真光寺町のお子さんが対象です）１月２３日（火）１０月１８日（水）

小山市民センター１月２４日（水）１０月１９日（木）
なるせ駅前市民センター１月２５日（木）１０月２０日（金）
木曽山崎センター１月２６日（金）１０月２３日（月）
健康福祉会館１月２９日（月）１０月２４日（火）
健康福祉会館１月３１日（水）１０月２６日（木）

コ

ン

テ

ス

ト

わ
が
家
の
自
慢
料
理

【
野
菜
た
っ
ぷ
り
朝
食
メ
ニ
ュ
ー
】

○
対
象　

市
内
在
住
の
方

○
審
査　

最
終
審
査
＝
村
上
祥
子
氏
、

村
上
祥
子
賞
１
人
（　

月　

日
に
健
康

１２

１０

福
祉
会
館
で
実
施
の
食
生
活
講
演
会
に

参
加
が
可
能
な
方
）
、
入
賞
３
人

○
申
し
込
み　

応
募
用
紙
（
健
康
課
に

あ
り
ま
す
）
ま
た
は
Ａ
４
用
紙
表
面

に
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
裏
面
に
、

メ
ニ
ュ
ー
の
テ
ー
マ
、
料
理
時
間
、
材

料
、
作
り
方
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
、

写
真
ま
た
は
絵
を
記
入
し
、
「
健
康
づ

く
り
フ
ェ
ア
ー
（　

月
７
日
総
合
体
育

１０

館
）
」
会
場
へ
、
ま
た
は
郵
送
で　

月
１０

７
日
〜　

日
に
健
康
課
（
〒　

－

０
０

１４

１９４

１
３
、
原
町
田
５－

８－

　

、
健
康
福

２１

祉
会
館
内
、
11
７
２
５
・
５
１
７
８
）

へ
。講

演

会

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る

　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
正
し
い
知
識

を
得
ま
せ
ん
か
？

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
の
保
護

　

総
務
省
は　

月
１
日
、
事
業
所
・
企

１０

業
統
計
調
査
を
行
い
ま
す
。
全
国
の
事

業
所
が
す
べ
て
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で
あ

り
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
統
計
上
の

目
的
以
外
で
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所

に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
町
田
市
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
11
７
２
４
・
５
６
５
６
、
受

付
時
間
＝
午
前
７
時
〜
午
後　

時
、
年

１１

中
無
休
）
へ
。

□問
 

総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
０
６

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

急
性
灰
白
髄
炎
（
ポ
リ
オ
）
の
予
防

接
種
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３
か
月

以
上
７
歳
６
か
月
未
満
の
お
子
さ
ん

○
接
種
回
数　

６
週
間
以
上
の
間
隔
で

２
回　

○
受
付
時
間　

午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

【
当
日
お
持
ち
に
な
る
も
の
】

①
既
往
症
健
康
調
査
票
（
発
行
日
か
ら

５
か
月
間
有
効
で
す
。
町
田
市
医
師
会

加
入
の
指
定
医
療
機
関
に
お
子
さ
ん
を

お
連
れ
の
う
え
作
成
し
て
も
ら
っ
て
下

さ
い
。
無
料
で
す
。
な
お
、
重
い
病
気

等
の
や
む
を
得
な
い
理
由
で
指
定
医
療

機
関
以
外
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、

事
前
に
健
康
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
お

持
ち
に
な
ら
な
い
と
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
）
②
予
診
票
（
お
持
ち
で
な
い
方

ポ

リ

オ

【
神
経
難
病
療
養
者
の
摂
食
・ 
嚥  
下 
に

え
ん 
か

つ
い
て
】

　

保
健
所
で
は
、
体
力
を
維
持
し
て
療

養
生
活
の
質
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
対
象　

神
経
難
病
療
養
者
と
家
族

○
日
時　

９
月　

日
（
木
）
午
後
２
時

２８

〜
４
時

○
会
場　

町
田
保
健
所

○
内
容　

神
経
難
病
療
養
者
の
摂
食
・

嚥
下
に
つ
い
て

○
講
師　

日
本
歯
科
大
学
附
属
病
院
・

田
村
文
誉
氏

○
申
し
込
み　

９
月　

日
ま
で
に
電
話

２５

で
町
田
保
健
所
（
11
７
２
２
・
０
６
２

１
）
へ
。

難

病

講

演

会

　

①
町
田
都
市
計
画
道
路
（
町
３
・
４

・　

号
木
曽
学
園
線
）
の
変
更
②
町
田

１３
都
市
計
画
地
区
計
画
（
山
崎
第
一
地
区

地
区
計
画
）
の
決
定
③
町
田
都
市
計
画

用
途
地
域
の
変
更
④
町
田
都
市
計
画
一

団
地
の
住
宅
施
設
（
木
曽
山
崎
一
団
地

の
住
宅
施
設
）
の
変
更
に
係
る
都
市
計

画
案
に
つ
い
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　

９
月　

日
（
金
）
〜　

１５

２９

日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

○
縦
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

○
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
中
町
第

三
庁
舎
１
階
）
及
び
、
①
③
④
に
つ
い

ご

覧

下

さ

い

て
は
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り

政
策
部
都
市
計
画
課
（
都
庁
第
二
本
庁

舎　

階
北
側
）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

２１
す
。

　

な
お
、
縦
覧
期
間
中
、
住
民
及
び
利

害
関
係
者
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
意
見
書
の
提
出
先　

①
③
④
は
東
京

都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
都

市
計
画
課
（
〒　

－

８
０
０
１
、
新
宿

１６３

区
西
新
宿
２－

８－

１
）
に
、
②
は
町

田
市
都
市
計
画
課
（
〒　

－

０
０
２

１９４

１
、
中
町
１－

４－

２
）
に
、
住
所
・

氏
名
・
案
件
名
・
ご
意
見
を
記
載
（
日

本
語
）
し
て
、
各
々
提
出
先
に
９
月　
２９

日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
ま
た
は
直
接

お
持
ち
下
さ
い
。

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

　

１
９
８
６
年
３
月　

日
以
前
に
日
本

３１

に
居
住
し
た
在
日
外
国
人
（
特
別
永
住

者
）
等
の
方
で
、
公
的
年
金
の
受
給
要

件
を
制
度
上
満
た
す
こ
と
の
で
き
な
い

方
に
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

○
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
①
１
９
２
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
②
１
９
６
２
年
１
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
障
が
い
を
有
す
る
方

で
、
１
９
８
２
年
１
月
１
日
以
前
に
重

福
祉
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す

度
ま
た
は
中
度
の
障
が
い
で
あ
っ
た
方

③
１
９
４
７
年
１
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
障
が
い
を
有
す
る
方
で
、
１
９
８

２
年
１
月
１
日
か
ら
１
９
８
６
年
３
月

　

日
ま
で
の
間
に
重
度
若
し
く
は
中
度

３１の
障
が
い
に
な
っ
た
方

※
た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
ま
た
は
介
護
老
人
福
祉
施
設

に
入
所
し
て
い
る
方
、
町
田
市
以
外
の

自
治
体
か
ら
同
様
の
趣
旨
で
支
給
さ
れ

る
手
当
等
を
受
け
て
い
る
方
、
町
田
市

に
外
国
人
登
録
ま
た
は
住
民
登
録
を
し

て
１
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※
前
年
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え
る
と

き
は
、
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
支
給
額　

①
に
該
当
す
る
方
…
月
額

１
万
円
②
③
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、

重
度
の
障
が
い
者
…
月
額
２
万
円
、
中

度
の
障
が
い
者
…
月
額
１
万
３
千
円

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

①
の
方
は
印

鑑
を
、
②
③
の
方
は
印
鑑
の
ほ
か
、
障

が
い
の
程
度
、
発
症
日
等
を
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参
の
う
え
、
①
の
方
は
高

齢
者
福
祉
課
（
11
７
２
４
・
４
０
４

８
）
、
②
③
の
方
は
障
が
い
福
祉
課

（
11
７
２
４
・
２
１
４
８
）
へ
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
会
議
前
日

ま
で
に
福
祉
総
務
課
（
11
７
２
４
・
２

１
３
３
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、

今
回
は
前
町
田
市
地
域
福
祉
計
画
審
議

会
会
長
・
立
教
大
学
社
会
学
部
長
・
木

下
康
仁
氏
の
基
調
講
演
を
行
い
ま
す
。

基
調
講
演
（
午
後
１
時　

分
〜
２
時　

３０

３０

分
）
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

○
日
時　

９
月　

日
（
火
）
午
後
１
時

１９

　

分
〜
４
時

３０○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

３
、
6
７
２
４
・
１
１
８
７

に
は
会
場
で
お
渡
し
し
ま
す
）
③
母
子

健
康
手
帳

※
６
月
に
個
別
に
通
知
し
た
日
程
表
の

曜
日
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　
　

月　

日
（
水
）

１０

１６

正　
　

月　

日
（
月
）

１０

１６

□問
健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

薬
剤
師
に
よ
る

薬

の

相

談

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

現
在
飲
ん
で
い
る
薬
の
効
果
や
副
作

用
に
つ
い
て
日
ご
ろ
気
に
な
っ
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
い
で
下
さ

い
。

○
日
時　

９
月　

日
（
木
）
午
後
１
時

２１

〜
３
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
２
階

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

※
薬
剤
師
の
ほ
か
保
健
師
・
栄
養
士
の

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

更
年
期
、
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
体
に
向

き
合
う
時
期
で
す
。
こ
れ
か
ら
い
き
い

き
と
輝
く
た
め
の
コ
ツ
を
一
緒
に
考
え

ま
し
ょ
う
（
軽
食
作
り
あ
り
）
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
更
年
期
が
気
に

な
る
女
性
、
関
心
の
あ
る
女
性

○
日
時　
　

月
５
日
（
木
）
午
後
１
時

１０

〜
４
時

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
栄
養
指
導
室

○
講
師　

平
山
恵
子
産
婦
人
科
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
平
山
恵
子
氏
、
健

康
課
保
健
師
、
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

者
、
関
係
者

○
日
時　
　

月
３
日
（
火
）
午
前　

時

１０

１０

〜
正
午

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
講
師　

山
王
病
院
小
児
科
部
長
・
鈴

木
五
男
氏
ほ
か

○
内
容　

①
ス
キ
ン
ケ
ア
と
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
②
乳
幼
児
の
食
生
活
上
の
注
意

点
③
乳
幼
児
の
生
活
環
境
上
の
注
意
点

※
保
育
あ
り
。
希
望
の
方
は
要
相
談

（
３
歳
ま
で
、
人
数
制
限
あ
り
）
。

○
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

氏
名
・
子
ど
も
の
年
齢
・
連
絡
先
を
明

記
し
て
９
月　

日
ま
で
に
町
田
保
健
所

２９

（
11
７
２
２
・
０
６
２
１
、
6
７
２
２

・
３
２
４
９
）
へ
。

公

募

委

員

町
田
市
障
が
い
福
祉
事
業
計
画
審
議
会

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
町
田

市
障
が
い
福
祉
事
業
計
画
の
策
定
に
参

画
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
方
（
す
で
に
町

田
市
の
ほ
か
の
審
議
会
等
の
委
員
に
な

っ
て
い
る
方
は
除
く
）

○
任
期　
　

月
〜
２
０
０
７
年
３
月

１０

○
定
員　

２
人

○
申
し
込
み　

応
募
の
動
機
（
１
２
０

０
字
以
内
）
を
書
き
、
９
月　

日
ま
で

２５

（
必
着
）
に
障
が
い
福
祉
課
（
11
７
２

４
・
２
１
４
７
、
6
７
２
４
・
１
１
９

１
）
へ
。

実

行

委

員

会

第
１
回
町
田
市
地
域
福
祉
計
画

在
日
外
国
人
等
の
方
に

事
業
所
の
み
な
さ
ん
へ

都
市
計
画
案

と
見
分
け
が
つ
き
づ
ら
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
に
あ
て
は
ま
る

方
は
一
度
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

胃
食
道
逆
流
症
の
主
な
原
因
に
は
食

道
と
胃
の
つ
な
ぎ
が
ゆ
る
く
な
る
状
態

（
ヘ
ル
ニ
ア
）
が
あ
り
内
視
鏡
検
査
な

ど
で
診
断
し
ま
す
。
治
療
と
し
て
は
胃

酸
分
泌
を
抑
え
る
薬
物
療
法
が
主
体
と

な
り
ま
す
が
次
の
よ
う
な
生
活
習
慣
の

改
善
で
も
症
状
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
横
に
な
る
の
は
食
後
２
時
間
し
て
か

ら
…
食
後
は
胃
液
が
た
く
さ
ん
分
泌
さ

れ
る
た
め
、
食
べ
て
す
ぐ
横
に
な
る
と

胃
液
が
逆
流
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
…
一
度
に
大

量
に
食
べ
る
と
消
化
に
時
間
が
か
か

り
、
胃
の
中
に
と
ど
ま
り
逆
流
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

③
胃
酸
の
分
泌
を
高
め
る
食
物
は
控
え

め
に
…
油
や
脂
肪
の
多
い
も
の
、
甘
い

も
の
は
胃
酸
の
分
泌
を
高
め
ま
す
。

④
肥
満
や
便
秘
は
腹
圧
を
あ
げ
、
逆
流

を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑤
ゆ
っ
た
り
と
し
た
服
装
で
…
お
腹
を

し
め
つ
け
る
と
腹
圧
が
上
昇
し
、
胃
を

押
し
上
げ
、
逆
流
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

胃
液
の
逆
流
に
よ
っ
て
食
道
の
粘
膜

が
荒
れ
炎
症
を
起
こ
す
病
気
を
逆
流
性

食
道
炎
ま
た
は
胃
食
道
逆
流
症
と
呼
ば

れ
ま
す
。
こ
の
病
気
は
欧
米
人
に
多

く
、
日
本
人
に
は
少
な
い
病
気
で
し
た

が
、
最
近
で
は
高
齢
化
社
会
と
食
生
活

習
慣
の
変
化
の
た
め
か
日
本
で
も
増
え

て
き
ま
し
た
。

　

胃
液
が
食
道
に
押
し
上
げ
ら
れ
る

と
、
す
っ
ぱ
い
液
が
込
み
上
げ
る
よ
う

な
、
胸
が
ひ
り
ひ
り
す
る
よ
う
な
症
状

が
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
は
胃
液
が

非
常
に
強
い
酸
性
の
液
で
あ
り
、
こ
の

液
が
食
道
の
粘
膜
を
刺
激
し
て
起
こ
る

症
状
だ
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
の
ど
が
や

け
る
よ
う
な
症
状
や
む
せ
る
よ
う
な
せ

き
が
続
い
た
り
、
声
が
れ
な
ど
様
々
な

症
状
が
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
呼
吸
器
の
病
気
や
耳
鼻
科
の
病
気

逆
流
性
食
道
炎

逆
流
性
食
道
炎


